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(3) 燃焼を伴う流れに 2 方程式乱流モデルを適用できるのは 高流速で巨視的な性能の検討を目的と
する場合に限られ，低流速条件や微視的な検討を要する場合には密度変動，層流粘性などの影響を
加味して改良を加えない限り，適用不可能であることを見いだしている。
(4) 等方性乱れに近い微細うずに支配される乱流予混合火炎の反応率を与える半理論式を提案してい
るが，他の研究者のものより実測値に近い結果を与える。
以上のように，燃焼工学の中心テーマに正面から取組み，数々の知見をもたらした本論文は燃焼工
学の基礎的，ならびに応用的進歩に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あ
るものと認める。
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